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(Abstract)

Ashigara Plain is a fluvial plain and a sinking area. The Latest Pleistocene buried terrace beneath

the upper and middle part of the Ashigara Plain is distributed as shown in figure l.The thickness

of the Postglacial deposits is from 30 to 50 m above the buried terrace. The Postglacial deposits is

divided intO the upper, the middle and the lower members.  The surface of buried Pleistocene

terrace is at lowest altitude in the middle part of the plain, where the Postglacial deposits is the

thickest. It seems that the amount of the sinking of this area has been larger than other areas

since the maxiinum regression of Wurm glacial stage. Five maior aquifers are recognized in the

100 rn thick portion of fluvial sediinentary pile of the plain.  Nos. l and 2 aquifers belong to the

upper member,No.3 aquifer belongs to the middle member and No.4 aquifer belongs to the lower

member of the Postglacial deposits, respectively.No.5 aquifer belongs to the ice age deposits. No.1

aquifer is free groundwater one and No.2 to 5 aquifers are ∞nfined groundwater ones. Recently,

many new wens were made into the No. 3 and 5 aquifers.

は し め :こ

足柄平野は神奈 川県西部に位置 し,酒匂 |||に よって形成 された長 さ約12km,幅約 4kmの北西～南

東方向に伸びる長方形 をした沖積平野である。 平野の地下には豊富な地下水が胚胎 され,多 くの民家

および工場に より多量の地下水が利用 されてい る。現在 も毎年多 くの井戸が掘 られ ,近奔i地下水位の

低下が著 し くなった。
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この調査は足柄平野の水収支調査を進める上で地下の水理地質構造を明らかにする 目的でなされ

た。ここでは足柄平野上・ 中流部について報告する。

この調査を進めるにあたり,学習院大学木越邦彦先生には14c年代測定をして頂いた。井戸掘さく

業者である奥津一治,篠崎久吉,自石雅夫,杉山栄吉,南保芳郎,畑武雄,柳川清の各氏には電気検

層の実施,試料の採取に便宜をはかって頂いた。神奈川県内広域水道企業団の有水早男,国兼泰信 ,

石原平八郎の各氏,神奈川県松田土木事務所の山田養一,小田原土木事務所の佐藤長男の両氏,各工

場の担当者にはポーリング資料,水井戸資料を見せて頂いた。温泉地学研究所の大木靖衛所長,平賀

士郎研究部長には御教示を頂き,長瀬和雄,杉山茂夫,粟屋徹,伊東博,守矢正則の各研究部員には

野外調査に御協力を頂き,石川敏之管理課長,二見和義管理課員には調査を円滑に進められるように

御協力を頂いた。以上の皆様に厚 く御礼中しあげます。この調査は神奈川県温泉地学研究所温泉等研

究調査費によった。

足柄平野の地形と地質の概要

足柄平野は東を大磯丘陵と国府津・松田断層で境され,北を足柄山地,西を箱根火山と接し,南は

相模湾に開けた酒匂川および川音川より運ばれた堆積物からなる沖積平野である。箱根火山は約50万

年前 (更新世中期)に活動を開始し,約 5万年前に箱根新期軽石流を噴出し,東麓に関本丘陵などの

軽石流台地を形成した (久野1950,1972,鈴木196め。 この軽石流は足柄平野を横断して大磯丘陵北
部にも堆積している (町田・森山1968).

足柄平野は日本の大部分の沖積平野と同様に扇状地地帯 (上流部),自然堤防地帯 (中流部),三角

洲地帯 (下流部)に分けられる (鈴木1969,吉川他1973)。 しかし, 海岸から近い距離に山地がせま
るため,代表的な海岸平野である関東平野,濃尾平野などに比べて平野面の勾配が非常にきつい (3

～10倍)。 以下足柄平野の地形について鈴木 (1969),見上他 (1971)に より述べる。扇状地地帯と自

然堤防地帯は標高約35m,自 然堤防地帯と三角洲地帯は標高約10mの等高線でおおよそ区分される。

扇状地地帯の東側は川音川, 西側は酒匂川の扇状地である。 中流部の大磯丘陵寄りに千代台地があ
る。千代台地は北東側に傾斜し, 西縁は北西～南東方向に伸びる急崖 (断層崖)で足柄平野面と接

し,平野面との比高は約 5～15mである。千代台地は上部に箱根新期軽石流をのせている小さな傾動

隆起地塊である。千代台地の西方から南方にかけて鳴宮面があるが,詳細なことは不明である。

関本丘陵の東側縁辺部には黒色の火山砂礫層からなる山北面 (鈴木196の があり,山北町斑目から

南足柄市沼田付近まで分布している。この山北面は約

“

∞年前に富士山の爆発により起きた御殿場泥

流の堆積面である (町田1977)。 関本丘陵の北側を流れる内川や南側を流れる狩川沿いにはこの他に
内山面や矢倉沢面が認められている (鈴木196の。

最近,小田原市鴨宮で地質調査所により掘られた深さ珈 mの井戸が基盤に達しなかったとのこと

である。このような厚い砂礫層の堆積は足柄平野が沈降帯であることを示すのだろう。
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埋没地形について

約 2万年前のウルム氷期最盛期には海面が1∞ m以上も低下した (た とえば湊1980)。 海面低下に伴

ない,足柄平野では古酒匂 |||の下刻により谷および段丘が形成され,現在これらはそれ以降の新しい

堆積物によりおおわれているので埋没谷, 埋没段丘と呼ばれる (見上 1也 1971)。 この約 2万年前の段

丘上には富士山の火山灰 (ロ ーム)が堆積し,谷では流水により洗い流されて堆積しなかった。井戸

資料でロームとか赤土の記載がみられれば,埋没段丘の存在が考えられる。 2万年以前の水期に形成

された埋没谷,埋没段丘も存在するはずであるが,こ こでは深 く考えない。また,約 1万年前にも小

海面低下期があり,埋没谷,埋没段丘が形成された。この時はlf士火山の活動が穏かになり始めた時

で,段丘上にわずかずつ降 り積もった火山灰を母材とするクロポク土 (宮士黒上層と呼ばれる,町田

1977)が形成された所もある。

ウルム水期最盛期に古酒匂川と古 lll:キ

川により形成された埋没谷と埋没段丘の

分布を図1の ように推定した。この推定は

見上他(1971)が推定したものと異なる。

当時の古酒匂川は現在よりも西側を流れ

ていた。現在の酒匂川左岸には埋没段丘

が広くみられ,段丘面の標高は小田原市

成田付近で約-25m,ノく井町上大井付近

で約-20mである。酒匂川イ:■では関本

丘陵沿いに埋没段丘がみられ,段 Fr_面の

標高は山北町斑日で約+45m,南足柄市

民下付近で約+mm,同 市和田ケ原で約

-3mで ある。和田ケ原付近でみられる

埋没段 Fr_面は狩川沿 いの 内山面 G令 イ(

196め にも無理なく連続する。また,松

田町市街がある酒匂川と川「f川に挟まれ

た三角地帯にも埋没段丘がみられ,標高

は松田町十文字橋付近で約■25m,ノ (リト

町金手llti方で約+10mである。埋没谷の

深さは今のところはっきりしない。

沖積層について

第四紀は更新世 (約200万～ 1万年前)
図 1 足柄平野の地形 (地形面は鈴木(1969)を 簡略 fヒ した。英
字は断面図の位置, _印は井戸の 1:L置 を示す。)
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と完新世 (1万年前～現在)に分けられている。それぞれに対応する地層は更新統,完新統と呼ばれ

る。従来はそれぞれ,洪積世 (層),沖積世 (層)と呼ばれてきた。 従来の洪積層, 沖積層の境界を

とこにおくかは大別して,ウ ルム氷期最盛期 (約 2万年前)以降の海面上昇期の堆積物の基底面にお

く立場と約 1万年前の小海面低下期以降の堆積物の基底面におく立場とがある (中川1966)。 最近は

沖積層の細分が可能となり,後者の立場をとることが多くなってきた (青木 0柴崎1966)。
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この報告では沖積層とはウルム水期1た盛期以降の堆積物と定義し, 1万年前以降の堆積物と限定す

る場合は完新統と呼ぶことにする。したがって洪積層とは先沖積噺の意味に使用し,以 ドに述べる沖

積層下部層は更新統に,沖積噌中 0上部層は完新統に相当する。沖積叫の識別基準として貝塚・森山

(1969)を参考にし,14c年代などを付け加えた。
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足柄平野上・ 中流部の沖積層を前述の基準により識別し,更に上・ 中・下部の 3層に区分した。

a 下部層   ウルム氷期最盛期の約 2万年前から1万年前の堆積物である。下位の砂礫層 (L
G)と 上位の泥層 (LM)に分けられる。これらにはしばしばロームやスコリアが混在する。所によ
っては泥質物よりもスコリアの方が多い所もあるが,電気検層の比抵抗値は非常に小さい。 LMの色
は黒青～黒灰～黄灰～褐灰色である。N値は LGが50以上,LMが 10～20を示す。
b 中部層   小海面低下期の約 1万年前から縄文海進最高期の約 4～ 5千年前の堆積物であ
る。 LMの上位に 1万年前の小海面低下期に離水して形成されたと思われる富士黒土層がみられる所
もある (温研成田観測井他)。 この黒土層の底面を中部層と下部層の境とする。 上部層との境を特徴
ずけるような鍵層は現在のところ見つかっていない。14c年代,N値の違いなどを参考にした。中部
層は数枚の泥層 (MM),砂層 (MS),砂礫層 (MG)か らなる。MMはほとんどの場合,腐植物を

合み,黒青～黒灰色を呈し,LMよ りやや砂質である。N値はMGが 50以上,MSが ∞以上,MMが
10～20で砂がまじると∞以上になることもある。

C 上部層   約 4～ 5千年前から現在までの堆積物で数枚の砂礫層 (UG)と 砂層 (US)と

泥層 (UM)か らなり,層相の上からは中部層との区別は難しい。 N値はUGが30以上,USは 20～

∞,UMは 5～ 10を 示す。この上部層中に山北火山砂礫層 (YVS)が 挟まれる。

(2)構   造

沖積層の地質構造を酒匂川左岸と右岸地域に分けて述べる。断面図を図 2～ 3に示す。

a 左岸地域   この地域の沖積層は左岸側の埋没段丘上と古川音川の埋没谷中に堆積したもの

である。埋没段丘上の沖積層の厚さは約40～50mであるが,埋没谷中のそれははっきりしない。ここ

では埋没段丘上の沖積層について述べる。

下部層の層厚は約10～15mである。大井町金子から小田原市西大友にかけてLGが分布する。この

LGは酒匂川付近から西方にはみられず,南方へは千代台地の西方にも分布する。したがって,この

時期に古川音川が大井町金子から小田原市下大井,西大友を通り,下堀方面へ流れた可能性がある。

大磯丘陵寄りに菊川により形成されたと思われる小さな埋没谷がみられる。

中部層の層厚は約
"～
30mでぁる。現在の川音川扇状地の主体をなす厚いMGが扇頂部から大井町

金子付近まで分布する。大井町上大井から小田原市西大友にかけて中部層は最も厚く,層相の側方変

化が著しい。月ヽ田原市西大友より南部ではMMと MGの互層である。
上部層は大井町金子付近で最も厚 く (約20m), 南へ次第に薄 くなる。 この上部層中には厚さ約 5
～ 8mの黒色の火山砂礫層が,北部から小田原市桑原近くまでみられる。これは山北火山砂礫層が完
全に浸食されずに残ったものとみられる。

小田原市下大井付近では沖積層が最も厚 く,埋没段丘面の高さは最も低い。足柄平野の伸びる北西

(北西～南東)南東方向に段丘面を追跡すると下大井以南ではほぼ水平に近い。この段丘面の勾配の

変化は足柄平野中流部の沈降が大きいことを示している。
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b 右岸地域   この地域の沖積層は酒匂川の埋没谷中と右岸側の埋没段丘上に堆積したもので

ある。層相変化は左岸地域程激しくない。埋没谷中の沖積層の基底および下部層と中部層の境ははっ

きりしないが,小田原市堀之内地区での沖積層の基底は付近の工場の井戸資料によると深さ約70～80

m(標高約 -50～ 60m)と みられる。

埋没谷はLGと MGに よりほとんど埋積されているが,上流部では LMもみられる。開成町榎本付

近の埋没谷中のLMは10m以上もある。

中部層は埋没谷および埋没段丘を広くおおう。上流部のMGは酒匂川扇状地の主体をなしている。
MMは 中流部以下にみられ,厚さは10m以下である。

上部層は中部層を浸食した跡をおおうように堆積している。上流部のそれは上位のUGと下位の山

北火山砂礫層からなる。山北火山砂礫層は小田原市栢山付近ではかなり多量の火山岩質以外の砂,シ

ルトを含んだ細砂層でゆるく団結している。栢山以南の上部層はUMと UGか らなり,層相変化はあ
るが,厚さは約25mで一定している。UGは狩川沿いでは急激に厚くなる。これは狩川からの砂礫の

供給によるものだろう。

地下水帯水層について

足柄平野の水井戸は地下水利用の増大に伴なう水位低下に対応して次第により深く掘られてきた。

今までに明らかになった中流部を中心とした地域の帯水増を次のように区分した。

沖積層上部層中の帯水 ll」 :第 1～第 2帯水層

中部層中の帯水晴 :第 3帯水層

下部層中の帯水層 :第 4帯水層

洪 積 層 中 の 帯 水 層 :第 5帯水層

第 1帯水層   この帯水層は自由地下水帯水層で,こ の中の地 ド水はごくまれにしか利用されて
いない。上流部ではそれ以下の帯水層を区別する賦圧層がみられないので地表からの水面は深い。し

たがって上流部は中・ ド流部の被圧地下水のi函養地帯となっている。

第 2帯水層   この帯水層は被圧地下水帯水層であり,小田原市栢山付近では上下 2枚の帯水層

に分れる。小田原市堀之内以南の酒匂 ||1沿いでは第 1帯水層と一体化している。栢山地区の民家では

戦後間もなくまではこの第 2帯水層を 11に利用していた。

第 3帯水層   この帯水層は右辛,左岸の広い地域に分布している。これは栢山地区で現在 Lに

利用されている帯水層で深さは約30～35m以深である。栢山地区での水位は標高約28mで地形のわず

かな起伏により自噴する所としないPFrがある。埋没谷中では下位の第 4帯水層に連続する。

第 4帯水層   この帯水層は埋没段 EL直上と埋没谷中に分布する。埋没谷中のものは上にの第 3

および下位の第 5と 一体の帯水層として扱うことができる。埋没段丘上のものは左岸地域の民家で利

用されている。
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第 5帯水層   この帯水層は洪積層の砂礫層からなり,平野内で深 く掘ればどこでもみられる。

埋没段丘の分布地域で最近掘られる水井戸はほとんとこの第 5帯水層を対象にしている。左岸では深

さ約40～Юm以下に,右岸では深さ約30～40m以深に分布する。埋没谷の分布地域でこの第 5帯水層

を利用しているのは大工場の深井戸以外にはほとんどない。

ま と め

今までに収集した井戸資料で足柄平野上・ 中流部の地質状況の解明を試み,次のようなことを明ら

かにできた。

(1)ウ ルム氷期最盛期 (約 2万年前)に古酒匂川により形成された埋没谷,埋没段丘の分布を推

定した。

(2)埋 没段丘面の高度分布をみると,中流部の沈降が最も大きいとみられる。

(3)沖 積層の構造,地下水利用の実態を基にして,地下水帯水層を5つに区分した。現在最も良
く利用されているのは地域により多少異なるが,中部沖積層中の第 3帯水層と洪積層中の第 5帯水層

である。
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